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(57)【要約】
【課題】多灯式の光源と調光装置とを具備し、調光時の
色むらや照度むらが低減されたプロジェクター及び照明
装置を提供する。
【解決手段】本発明のプロジェクターは、複数の光源と
、インテグレーターレンズ及び重畳レンズと、導光光学
系と、調光装置と、光変調装置と、光変調装置により変
調された光を投射する投射光学系と、を備えており、調
光装置は、インテグレーターレンズ上に部分領域が複数
並ぶ一の方向において光源から射出される光の光路を挟
んで対向する一対の遮光部材と、遮光部材を光路に対し
て進退させる制御装置とを有しており、制御装置は、複
数の光源の点灯及び非点灯状態に応じて、重畳レンズに
入射する光束が対称性を有する形状となるように、光路
に対して一対の遮光部材を進退させることを特徴とする
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　複数の光源と、
　　インテグレーターレンズと前記インテグレーターレンズから射出された光を重畳する
重畳レンズとを含むインテグレーター光学系と、
　　各々の前記光源から射出された光を前記インテグレーターレンズの部分領域に導くこ
とにより前記インテグレーターレンズの全体領域を照射する導光光学系と、
　　前記光源と前記重畳レンズとの間における前記光源から射出される光の光路上に設け
られた調光装置と、
　　前記インテグレーター光学系から射出される光を変調する光変調装置と、
　　前記光変調装置により変調された光を投射する投射光学系と、
　　を備え、
　　前記調光装置は、前記インテグレーターレンズ上に前記部分領域が複数並ぶ一の方向
において前記光路を挟んで対向する一対の遮光部材と、前記遮光部材を前記光路に対して
進退させる制御装置とを有しており、
　　前記制御装置は、複数の前記光源の点灯及び非点灯状態に応じて、前記重畳レンズに
入射する光束が対称性を有する形状となるように、前記光路に対して一対の前記遮光部材
を進退させることを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　　前記制御装置は、一対の前記遮光部材の各々が前記光源から射出される光束を均等に
遮光するように、前記光路に対して一対の前記遮光部材を進退させる、請求項１に記載の
プロジェクター。
【請求項３】
　　各々の前記遮光部材は、前記遮光部材同士が対向する方向において自身から最も離れ
た位置の前記部分領域から射出される光束の少なくとも一部を遮光可能である、請求項１
に記載のプロジェクター。
【請求項４】
　　前記遮光部材は、前記光源から射出される光束の外縁部の一部を遮光する、請求項１
から３のいずれか一項に記載のプロジェクター。
【請求項５】
　　前記光源を４つ以上備え、前記インテグレーターレンズ上には前記部分領域が行方向
及び列方向にそれぞれ複数配置されており、
　　前記調光装置は、前記行ごとに、前記行方向に配列された複数の前記部分領域に対応
する一対の前記遮光部材を有する、
　　請求項１から４のいずれか一項に記載のプロジェクター。
【請求項６】
　　前記制御装置は、前記遮光部材をスライド移動させるスライド機構を有する、請求項
１から５のいずれか一項に記載のプロジェクター。
【請求項７】
　　前記遮光部材は、前記スライド機構に接続された第１遮光板と、前記第１遮光板に回
転機構又はスライド機構を介して連結された第２遮光板とを有する、請求項６に記載のプ
ロジェクター。
【請求項８】
　　複数の光源と、
　　インテグレーターレンズと前記インテグレーターレンズから射出された光を重畳する
重畳レンズとを含むインテグレーター光学系と、
　　各々の前記光源から射出された光を前記インテグレーターレンズの部分領域に導くこ
とにより前記インテグレーターレンズの全体領域を照射する導光光学系と、
　　前記光源と前記重畳レンズとの間における前記光源から射出される光の光路上に設け
られた調光装置と、
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　　を備え、
　　前記調光装置は、前記インテグレーターレンズ上に前記部分領域が複数並ぶ一の方向
において前記光路を挟んで対向する一対の遮光部材と、前記遮光部材を前記光路に対して
進退させる制御装置とを有しており、
　　前記制御装置は、複数の前記光源の点灯及び非点灯状態に応じて、前記重畳レンズに
入射する光束が対称性を有する形状となるように、前記光路に対して一対の前記遮光部材
を進退させることを特徴とする照明装置。
【請求項９】
　　前記制御装置は、一対の前記遮光部材の各々が前記光源から射出される光束を均等に
遮光するように、前記光路に対して一対の前記遮光部材を進退させる、請求項８に記載の
照明装置。
【請求項１０】
　　各々の前記遮光部材は、前記遮光部材同士が対向する方向において自身から最も離れ
た位置の前記部分領域から射出される光束の少なくとも一部を遮光可能である、請求項８
に記載の照明装置。
【請求項１１】
　　前記遮光部材は、前記光源から射出される光束の外縁部の一部を遮光する、請求項８
から１０のいずれか一項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクター、及び照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクターにおいて、光源に対して調光用のルーバーを設けることにより、映像信
号に応じて光変調装置に入射させる照明光量を可変とした構成が知られている（例えば特
許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－６９９６６号公報
【特許文献２】特開２００７－２９３２７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、プロジェクターの光源装置として、複数の光源からそれぞれ射出された光を
照明領域内に平面的に配列し、これらの光をインテグレーター光学系で重畳、均一化する
光源装置が公知である。このような多灯式の光源装置に上記の調光装置を適用する場合、
複数の光源光からなる光路に対して進退可能な一対のルーバーが設置される。この場合に
、複数の光源のうちのいずれか１つ又は複数の光源がランプ切れすると、ルーバーによっ
て光路を部分的に遮光したときに色むらや照度むらが発生することがあった。
【０００５】
　本発明は、上記従来技術の問題点に鑑み成されたものであって、多灯式の光源と調光装
置とを具備し、調光時の色むらや照度むらが低減されたプロジェクター及び照明装置を提
供することを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のプロジェクターの一つの態様は、複数の光源と、インテグレーターレンズと前
記インテグレーターレンズから射出された光を重畳する重畳レンズとを含むインテグレー
ター光学系と、各々の前記光源から射出された光を前記インテグレーターレンズの部分領
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域に導くことにより前記インテグレーターレンズの全体領域を照射する導光光学系と、前
記光源と前記重畳レンズとの間における前記光源から射出される光の光路上に設けられた
調光装置と、前記インテグレーター光学系から射出される光を変調する光変調装置と、前
記光変調装置により変調された光を投射する投射光学系と、を備え、前記調光装置は、前
記インテグレーターレンズ上に前記部分領域が複数並ぶ一の方向において前記光路を挟ん
で対向する一対の遮光部材と、前記遮光部材を前記光路に対して進退させる制御装置とを
有しており、前記制御装置は、複数の前記光源の点灯及び非点灯状態に応じて、前記重畳
レンズに入射する光束が対称性を有する形状となるように、前記光路に対して一対の前記
遮光部材を進退させることを特徴とする。
【０００７】
　この構成によれば、複数の光源の点灯及び非点灯状態に応じて、重畳レンズに入射され
る遮光対象の光束が対称性を有する形状となる。これにより、複数の光源の光をインテグ
レーターレンズにより均一化する照明系において、一部の光源が消灯している場合にも、
遮光領域の偏りを小さくすることができ、投射画像の照度むらや色むらの発生を抑制する
ことができる。
【０００８】
　前記制御装置は、一対の前記遮光部材の各々が前記光源から射出される光束を均等に遮
光するように、前記光路に対して一対の前記遮光部材を進退させる構成としてもよい。
　この構成によれば、複数の光源の点灯及び非点灯状態に応じて、光源から射出される遮
光対象の光束を、一対の遮光部材により均等に遮光する。これにより、複数の光源の光を
インテグレーターレンズにより均一化する照明系において、一部の光源が消灯している場
合にも、２つの遮光部材によって光束が均等に遮光されるので、遮光領域の偏りを小さく
することができ、投射画像の照度むらや色むらの発生を抑制することができる。
【０００９】
　各々の前記遮光部材は、前記遮光部材同士が対向する方向において自身から最も離れた
位置の前記部分領域から射出される光束の少なくとも一部を遮光可能である構成としても
よい。
　この構成によれば、複数の遮光部材が、自身に近い側のインテグレーターレンズの部分
領域だけでなく、遠い側の部分領域の一部まで遮光可能である。これにより、複数の光源
の光をインテグレーターレンズにより均一化する照明系において、一部の光源が消灯して
いる場合にも、インテグレーターレンズから射出される光束を一対の遮光部材によって左
右対称又は上下対称に遮光することが可能である。よって、遮光領域の偏りを小さくする
ことができ、投射画像の照度むらや色むらの発生を抑制することができる。
【００１０】
　前記遮光部材は、前記光源から射出される光束の外縁部の一部を遮光する構成としても
よい。
　この構成によれば、インテグレーターレンズの全体を使用する場合に、インテグレータ
ーレンズから射出される光束を、対称性を有する形状とすることができる。
【００１１】
　前記光源を４つ以上備え、前記インテグレーターレンズ上には前記部分領域が行方向及
び列方向にそれぞれ複数配置されており、前記調光装置は、前記行ごとに、前記行方向に
配列された複数の前記部分領域に対応する一対の前記遮光部材を有する構成としてもよい
。
　この構成によれば、４つ以上の光源のいずれが消灯している場合であっても、点灯して
いる光源の光がインテグレーターレンズから射出される光束を、左右対称又は上下対称に
遮光することができる。これにより、任意の点灯状態において照度むらを抑制することが
できる。
【００１２】
　前記制御装置は、前記遮光部材をスライド移動させるスライド機構を有する構成として
もよい。
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　この構成によれば、複雑な機構を用いることなく光束を均等に遮光できる調光装置を構
成できる。
【００１３】
　前記遮光部材は、前記スライド機構に接続された第１遮光板と、前記第１遮光板に回転
機構又はスライド機構を介して連結された第２遮光板とを有する構成としてもよい。
　この構成によれば、第１遮光板の移動によって遮光対象の光束の近傍に第２遮光板を配
置することができ、当該位置で第２遮光板をスライド移動又は回動させることで、光束の
遮光度合いを調整することができる。
【００１４】
　本発明の照明装置の一つの態様は、複数の光源と、インテグレーターレンズと前記イン
テグレーターレンズから射出された光を重畳する重畳レンズとを含むインテグレーター光
学系と、各々の前記光源から射出された光を前記インテグレーターレンズの部分領域に導
くことにより前記インテグレーターレンズの全体領域を照射する導光光学系と、前記光源
と前記重畳レンズとの間における前記光源から射出される光の光路上に設けられた調光装
置と、を備え、前記調光装置は、前記インテグレーターレンズ上に前記部分領域が複数並
ぶ一の方向において前記光路を挟んで対向する一対の遮光部材と、前記遮光部材を前記光
路に対して進退させる制御装置とを有しており、前記制御装置は、複数の前記光源の点灯
及び非点灯状態に応じて、前記重畳レンズに入射する光束が対称性を有する形状となるよ
うに、前記光路に対して一対の前記遮光部材を進退させることを特徴とする。
【００１５】
　この構成によれば、複数の光源の点灯及び非点灯状態に応じて、重畳レンズに入射する
遮光対象の光束が対称性を有する形状となる。これにより、複数の光源の光をインテグレ
ーターレンズにより均一化する照明系において、一部の光源が消灯している場合にも、遮
光領域の偏りを小さくすることができ、照明光の照度むらを抑制することができる。
【００１６】
　前記制御装置は、一対の前記遮光部材の各々が前記光源から射出される光束を均等に遮
光するように、前記光路に対して一対の前記遮光部材を進退させる構成としてもよい。
　この構成によれば、複数の光源の点灯及び非点灯状態に応じて、光源から射出される遮
光対象の光束を、一対の遮光部材により均等に遮光する。これにより、複数の光源の光を
インテグレーターレンズにより均一化する照明系において、一部の光源が消灯している場
合にも、２つの遮光部材によって光束が均等に遮光されるので、遮光領域の偏りを小さく
することができ、照明光の照度むらを抑制することができる。
【００１７】
　各々の前記遮光部材は、前記遮光部材同士が対向する方向において自身から最も離れた
位置の前記部分領域から射出される光束の少なくとも一部を遮光可能である構成としても
よい。
　この構成によれば、複数の遮光部材が、自身に近い側のインテグレーターレンズの部分
領域だけでなく、遠い側の部分領域の一部まで遮光可能である。これにより、複数の光源
の光をインテグレーターレンズにより均一化する照明系において、一部の光源が消灯して
いる場合にも、インテグレーターレンズから射出される光束を一対の遮光部材によって左
右対称又は上下対称に遮光することが可能である。よって、遮光領域の偏りを小さくする
ことができ、照明光の照度むらを抑制することができる。
【００１８】
　前記遮光部材は、前記光源から射出される光束の外縁部の一部を遮光する構成としても
よい。
　この構成によれば、インテグレーターレンズの全体を使用する場合に、インテグレータ
ーレンズから射出される光束を、対称性を有する形状とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１実施形態に係るプロジェクターを示す概略構成図。
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【図２】導光光学系の構成及び作用説明図。
【図３】調光装置の動作説明図。
【図４】４灯点灯時の調光動作を示す図。
【図５】１灯点灯時の調光動作を示す図。
【図６】従来の調光装置の動作説明図。
【図７】第２実施形態に係るプロジェクターの要部を示す図。
【図８】調光装置の第１変形例を示す図。
【図９】調光装置の第２変形例を示す図。
【図１０】第３実施形態に係るプロジェクターの要部を示す図。
【図１１】第１インテグレーターレンズ全体を使った場合における４灯点灯時を示す図。
【図１２】第１インテグレーターレンズ全体を使った場合における１灯点灯時を示す図。
【図１３】第３実施形態における２灯点灯時の調光動作を示す図。
【図１４】第４実施形態に係るプロジェクターの要部を示す図。
【図１５】第４実施形態における３灯点灯時の調光動作を示す図。
【図１６】第４実施形態における１灯点灯時の調光動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態について説明する。
　なお、本発明の範囲は、以下の実施の形態に限定されるものではなく、本発明の技術的
思想の範囲内で任意に変更可能である。また、以下の図面においては、各構成をわかりや
すくするために、実際の構造と各構造における縮尺や数等を異ならせている。
【００２１】
　（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係るプロジェクターを示す概略構成図である。本実施形態のプ
ロジェクター１００は、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の異なる色毎に透過型液晶ライト
バルブを備えた３板式の液晶プロジェクターである。
【００２２】
　プロジェクター１００は、４つの光源１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄと、導光光学系
２０と、インテグレーター光学系３０と、調光装置４０と、色分離光学系５０と、液晶ラ
イトバルブ（光変調装置）６１，６２，６３と、クロスダイクロイックプリズム（色合成
光学系）６４と、投射光学系７０と、を有する。本実施形態において、光源１０ａ～１０
ｄと、導光光学系２０と、インテグレーター光学系３０と、調光装置４０とが、照明装置
１０を構成する。
【００２３】
　光源１０ａ～１０ｄは、それぞれ、超高圧水銀ランプ、メタルハライドランプ、キセノ
ンランプ等のランプと、ランプの光を反射するリフレクタとを有する。光源１０ａ～１０
ｄには、これらの光源を駆動、制御する光源制御装置１１０が接続されている。導光光学
系２０は、４枚のミラー２１ａ～２１ｄを有する。インテグレーター光学系３０は、光源
１０ａ～１０ｄからの各光を液晶ライトバルブ６１～６３に対して均一に照明するための
光学系であり、導光光学系２０側から順に配置された第１インテグレーターレンズ（イン
テグレーターレンズ）３１、第２インテグレーターレンズ３２、偏光変換素子３３、及び
重畳レンズ３４を有する。
【００２４】
　導光光学系２０は、光源１０ａ～１０ｄの射出光を、それぞれ第１インテグレーターレ
ンズ３１の所定位置に照射させる。図２（ａ）は、導光光学系２０を、第１インテグレー
ターレンズ３１側から（－Ｙ方向に）見た図である。図２（ｂ）は、導光光学系２０の作
用説明図であり、第１インテグレーターレンズ３１を第２インテグレーターレンズ３２側
から（－Ｙ方向に）見た図である。
【００２５】
　図１及び図２（ａ）に示すように、光源１０ａと光源１０ｂは、光射出方向（図示Ｘ軸
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方向）において互いに対向するように配置されている。光源１０ａの正面にミラー２１ａ
が配置され、光源１０ｂの正面にはミラー２１ｂが配置されている。ミラー２１ａ，２１
ｂは、各々、光源１０ａ，１０ｂの光を第１インテグレーターレンズ３１方向へ折り曲げ
るように、上記光射出方向（Ｘ軸方向）に対して４５°の角度で配置されている。
【００２６】
　光源１０ｃと光源１０ｄも、光射出方向において互いに対向して配置されている。光源
１０ｃの正面にミラー２１ｃが配置され、光源１０ｄの正面にミラー２１ｄが配置されて
いる。ミラー２１ｃとミラー２１ｄは、光源１０ｃ，１０ｄの光を第１インテグレーター
レンズ３１方向へ折り曲げるように、上記光射出方向（Ｘ軸方向）に対して４５°の角度
で配置されている。
【００２７】
　本実施形態では、光源１０ａ～１０ｄは、図２（ａ）に示すように、上下（Ｚ軸方向）
にずれて２段に配置されている。上段側（＋Ｚ側）には、光源１０ｃ，１０ｄ、ミラー２
１ｃ，２１ｄが配置され、下段側（－Ｚ側）には、光源１０ａ，１０ｂ、ミラー２１ａ，
２１ｂが配置されている。また本実施形態の場合、図１に示すように、下段側の光源１０
ａ，１０ｂ、ミラー２１ａ，２１ｂは、上段側の光源１０ｃ，１０ｄ、ミラー２１ｃ，２
１ｄよりも第１インテグレーターレンズ３１に近い位置に設けられている。
【００２８】
　上記構成を備えた導光光学系２０では、図２（ｂ）に示すように、光源１０ａ～１０ｄ
から射出された光束１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄが、それぞれ対応するミラー２１ａ
～２１ｄにより反射され、第１インテグレーターレンズ３１側へ折り曲げられる。ミラー
２１ａ～２１ｄにより折り曲げられた光束１１ａ～１１ｄは、第１インテグレーターレン
ズ３１の異なる部分領域に入射する。具体的に、光束１１ａ～１１ｄは、第１インテグレ
ーターレンズ３１を縦横（Ｚ軸方向及びＸ軸方向）にそれぞれ二等分した４つの部分領域
３１ａ～３１ｄに対して、それぞれ入射する。本実施形態では、これら４本の光束１１ａ
～１１ｄが、第１インテグレーターレンズ３１の全体領域を照射する。
【００２９】
　本実施形態の場合、図２（ｂ）に示した第１インテグレーターレンズ３１は、行方向及
び列方向において６行６列に小レンズ（レンズ要素）を配列したフライアイレンズである
。部分領域３１ａ～３１ｄは、それぞれが３行３列の小レンズ群からなる。本実施形態に
おいては、第１インテグレーターレンズ３１を６行６列の小レンズ群として図示して説明
するが、実際は、６行６列よりも多くの小レンズが配列されている。本実施形態において
は、第１インテグレーターレンズ３１の外縁部に配列された図示しない小レンズから射出
された光は、図示しない遮光部材により遮光されているものとする。
【００３０】
　第１インテグレーターレンズ３１の大きさ、すなわち、小レンズの配列数は、光源１０
ａ～１０ｄから射出される光束１１ａ～１１ｄの大きさに応じて決定される。
【００３１】
　第１インテグレーターレンズ３１の各レンズ要素からそれぞれ射出される光は、第２イ
ンテグレーターレンズ３２及び重畳レンズ３４により、液晶ライトバルブ６１～６３上に
重畳される。
　なお、第２インテグレーターレンズ３２が重畳レンズとして機能する構成としてもよく
、この場合には重畳レンズ３４は設けなくてもよい。また、この場合において、第２イン
テグレーターレンズ３２は、特許請求の範囲における重畳レンズに相当する。
【００３２】
　第２インテグレーターレンズ３２と重畳レンズ３４との間に設けられた偏光変換素子３
３は、例えばＰＢＳアレイ（偏光ビームスプリッターアレイ）からなる。偏光変換素子３
３は、第２インテグレーターレンズ３２から射出される光束の偏光方向を揃え、単一の直
線偏光として射出する。偏光変換素子３３は、偏光分離膜と反射膜と位相差板とを有する
略棒状のプリズム要素を幅方向（Ｘ軸方向）に周期的に配列した構造を有する。
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【００３３】
　調光装置４０は、光源１０ａ～１０ｄと重畳レンズ３４との間の光路上に設けられてい
る。より詳細には、調光装置４０は、第１インテグレーターレンズ３１と第２インテグレ
ーターレンズ３２の間に設けられている。調光装置４０は、第１遮光部材４１と第２遮光
部材４２を備える。第１遮光部材４１は、第１遮光板４１ａと、第１遮光板４１ａに後述
する回転機構を介して連結された第２遮光板４１ｂを有する。第２遮光部材４２は、第１
遮光板４２ａと、第１遮光板４２ａに回転機構を介して連結された第２遮光板４２ｂを有
する。第１遮光部材４１及び第２遮光部材４２には調光制御装置（制御装置）１４０が接
続されている。
【００３４】
　本実施形態の調光装置４０は、光源１０ａ～１０ｄの点灯状態、及び表示画像の画像デ
ータの両方に基づいて、調光を行う装置である。
【００３５】
　第１遮光板４１ａ，４２ａは、それぞれの板面が、第１インテグレーターレンズ３１か
ら射出される光束の径方向（Ｘ軸方向）に沿うように配置されている。第２遮光板４１ｂ
，４２ｂは、それぞれ第１遮光板４１ａ，４２ａの内側（光軸Ｌ側）の先端に回転可能に
連結されている。
　なお、光軸Ｌは、導光光学系２０によってインテグレーター光学系３０に照射される光
の光軸である。すなわち、光軸Ｌは、各ミラー２１ａ～２１ｄによって第１インテグレー
ターレンズ３１に向けて反射された後の各光源１０ａ～１０ｄから射出された光を合わせ
た光の光軸である。
【００３６】
　調光制御装置１４０は、第１遮光部材４１の第１遮光板４１ａと、第２遮光部材４２の
第１遮光板４２ａを、第１インテグレーターレンズ３１から射出される光束の径方向（Ｘ
軸方向）に移動させるスライド機構を備えている。また、第１遮光部材４１の第２遮光板
４１ｂと、第２遮光部材４２の第２遮光板４２ｂを、第１インテグレーターレンズ３１の
一辺に平行な軸（Ｚ軸）を中心に回転させる回転機構を備えている。第１遮光部材４１、
４２は互いに独立に駆動可能である。第１遮光部材４１において第１遮光板４１ａと第２
遮光板４１ｂは互いに独立に駆動可能である。第２遮光部材４２において第１遮光板４２
ａと第２遮光板４２ｂは互いに独立に駆動可能である。
【００３７】
　図３は、調光装置４０及び第１インテグレーターレンズ３１を第２インテグレーターレ
ンズ３２側から（－Ｙ方向に）見た図である。図３（ａ）は、第２遮光板４１ｂ，４２ｂ
を開いた状態（全開状態）、図３（ｂ）は、第２遮光板４１ｂ，４２ｂを閉じた状態（全
閉状態）を示す図である。
【００３８】
　第１遮光部材４１及び第２遮光部材４２は、光軸Ｌを挟んで第１インテグレーターレン
ズ３１の両側にそれぞれ配置されている。第１遮光板４１ａ，４２ａの高さＨ１、Ｈ２は
、第１インテグレーターレンズ３１の高さＨよりも大きい。また第１遮光板４１ａの幅Ｗ
１及び、第１遮光板４２ａの幅Ｗ２は、第１インテグレーターレンズ３１の幅Ｗの半分（
Ｗ／２）よりも大きい。
【００３９】
　第１遮光部材４１及び第２遮光部材４２は、第１インテグレーターレンズ３１の外側か
ら内側へ第１インテグレーターレンズ３１の幅方向（Ｘ軸方向）に沿って進退可能である
。第１遮光部材４１を最も内側に移動させた位置において、第１遮光板４１ａは第１イン
テグレーターレンズ３１の２つの部分領域３１ａ，３１ｃを遮光可能である。また、第２
遮光部材４２を最も内側に移動させた位置において、第１遮光板４２ａは２つの部分領域
３１ｂ，３１ｄを遮光可能である。
【００４０】
　図３（ｂ）に示すように、第２遮光板４１ｂ，４２ｂは、第１インテグレーターレンズ
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３１の高さ方向（Ｚ軸方向）に沿う辺に平行な軸を中心に回転させることで、第１インテ
グレーターレンズ３１に対向する位置に移動させることが可能である。第２遮光板４１ｂ
，４２ｂの高さｈ１，ｈ２は、第１インテグレーターレンズ３１の高さＨよりも大きい。
また第２遮光板４１ｂの幅ｗ１及び、第２遮光板４２ｂの幅ｗ２は、第１インテグレータ
ーレンズ３１の幅Ｗの半分（Ｗ／２）よりも大きい。
【００４１】
　図３（ｂ）に示す全閉状態において、第２遮光板４１ｂは、第１インテグレーターレン
ズ３１の２つの部分領域３１ａ，３１ｃを遮光可能である。また、第２遮光板４２ｂは、
２つの部分領域３１ｂ，３１ｄを遮光可能である。
【００４２】
　以上のように、本実施形態の第１遮光部材４１、第２遮光部材４２は、第１遮光板４１
ａ，４２ａをスライド移動させることで第１インテグレーターレンズ３１の一部又は全体
を遮光することが可能であり、かつ、第２遮光板４１ｂ，４２ｂを回転させることによっ
ても第１インテグレーターレンズ３１の一部又は全体を遮光することが可能である。
【００４３】
　図１に戻り、色分離光学系５０は、第１ダイクロイックミラー５１と、第２ダイクロイ
ックミラー５２と、反射ミラー５３と、リレー光学系５４と、を備えている。リレー光学
系５４は、リレーレンズ５５と、反射ミラー５６と、リレーレンズ５７と、反射ミラー５
８とを有する。色分離光学系５０は、インテグレーター光学系３０から射出された照明光
を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及び青（Ｂ）の３色の色光に分離するとともに、各色光を後段の
液晶ライトバルブ６１，６２，６３へ導く。
【００４４】
　第１ダイクロイックミラー５１は、ＲＧＢの３色のうちＲ光を透過させ、Ｇ光及びＢ光
を反射する。第２ダイクロイックミラー５２は、Ｇ光及びＢ光のうちＧ光を反射し、Ｂ光
を透過させる。
【００４５】
　第１ダイクロイックミラー５１を透過したＲ光は、反射ミラー５３を経て液晶ライトバ
ルブ６１に入射する。第１ダイクロイックミラー５１を反射し、第２ダイクロイックミラ
ー５２で反射されたＧ光は、液晶ライトバルブ６２に入射する。第２ダイクロイックミラ
ー５２を通過したＢ光は、リレーレンズ５５、反射ミラー５６、リレーレンズ５７、反射
ミラー５８を経て、液晶ライトバルブ６３に入射する。
【００４６】
　液晶ライトバルブ６１，６２，６３は、光変調装置として、入射した照明光の空間的強
度分布を変調する。液晶ライトバルブ６１～６３の各液晶パネルにそれぞれ入射した３色
の光は、画素単位で偏光状態が調節される。液晶ライトバルブ６１～６３により、それぞ
れに対応する各色の変調光すなわち像光が形成される。
　なお、液晶ライトバルブ６１～６３は、それぞれが液晶パネルと、液晶パネルを挟持す
る一対の偏光板とを備えている。また、液晶パネルの光入射側にフィールドレンズが設け
られていてもよい。
【００４７】
　クロスダイクロイックプリズム６４は、液晶ライトバルブ６１，６２，６３から射出さ
れる各色の像光を合成する。クロスダイクロイックプリズム６４は、４つの直角プリズム
を貼り合わせて構成されている。直角プリズム同士を貼り合わせた界面には、Ｘ字状に交
差する第１誘電体多層膜及び第２誘電体多層膜が形成されている。クロスダイクロイック
プリズム６４は、液晶ライトバルブ６１からのＲ光を第１誘電体多層膜で反射して投射光
学系７０に向けて射出し、液晶ライトバルブ６３からのＢ光を第２誘電体多層膜で反射し
て投射光学系７０に向けて射出する。クロスダイクロイックプリズム６４は、液晶ライト
バルブ６２からのＧ光を透過して直進・射出させる。このようにして、クロスダイクロイ
ックプリズム６４によりＲ光、Ｇ光及びＢ光が合成され、カラー画像による画像光である
合成光が形成される。
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【００４８】
　投射光学系７０は、クロスダイクロイックプリズム６４を経て形成された合成光による
画像光を所望の拡大率で拡大してスクリーン（不図示）上にカラーの画像を投射する。
【００４９】
　（調光装置の動作）
　次に、本実施形態のプロジェクター１００における調光装置の動作について説明する。
　図４から図６は、調光装置の動作説明図である。図４は、４灯点灯時の調光動作を示す
図である。図５（ａ）は、１灯点灯時の調光動作を示す図、図５（ｂ）は、図５（ａ）の
調光状態における液晶ライトバルブの画像形成領域における照度分布を示す図である。図
６（ａ）及び図６（ｂ）は、従来の調光装置における１灯点灯時の調光動作を示す図、図
６（ｃ）は、図６（ａ）の調光状態における液晶ライトバルブの画像形成領域における照
度分布を示す図である。
【００５０】
　＜４灯点灯状態における調光動作＞
　図４には、光源１０ａ～１０ｄの全てが点灯する４灯点灯状態における第１インテグレ
ーターレンズ３１からの光射出状態が模式的に示されている。射出光束１２ａ～１２ｄは
、各々、第１インテグレーターレンズ３１に入射した光束１１ａ～１１ｄが第１インテグ
レーターレンズ３１を通って射出された光束である。
　なお、図４に示す射出光束１２ａ～１２ｄは、光束１１ａ～１１ｄと同様の円形で表示
されているが、実際の射出光束１２ａ～１２ｄは、それぞれ、フライアイレンズである第
１インテグレーターレンズ３１の各レンズ要素により分割された複数の光束からなる。図
５及び図６に示す射出光束１２ｄも同様である。
【００５１】
　本実施形態のプロジェクター１００において、調光制御装置１４０は、光源制御装置１
１０を介して光源１０ａ～１０ｄの点灯状態を取得する。そして、取得した点灯状態の情
報に基づいて、調光装置４０の動作を制御する。図４に示す４灯点灯状態で調光を行う場
合、調光制御装置１４０は、４灯点灯状態の検出情報に基づいて、以下の調光動作を実行
する。
【００５２】
　４灯点灯状態において、調光制御装置１４０は、第１遮光部材４１の第１遮光板４１ａ
と、第２遮光部材４２の第１遮光板４２ａとを、第１インテグレーターレンズ３１の外側
に配置する。すなわち、調光制御装置１４０は、第１インテグレーターレンズ３１から第
２インテグレーターレンズ３２へ向かう射出光束１２ａ～１２ｄの光路の外側に第１遮光
板４１ａ，４２ａを配置する。
【００５３】
　そして、第１遮光板４１ａ，４２ａが上記のように外側に配置されている状態で、調光
制御装置１４０は、表示画像の画像データに基づいて、第１遮光部材４１の第２遮光板４
１ｂ、及び第２遮光部材４２の第２遮光板４２ｂを回転させ、射出光束１２ａ～１２ｄを
部分的に遮光することで、照明光量を調整する。
【００５４】
　このとき、調光制御装置１４０は、第２遮光板４１ｂ、４２ｂが、射出光束１２ａ～１
２ｄを均等に遮光するように、これらの回転角度が略同等となるように互いに対称に動作
させる。言い換えると、調光制御装置１４０は、第２遮光板４１ｂ、４２ｂが、光源１０
ａ～１０ｄから射出された光束を均等に遮光するように、これらの回転角度が略同等とな
るように互いに対称に動作させる。図４に示す例では、第２遮光板４１ｂにより遮光され
る領域と、第２遮光板４２ｂにより遮光される領域が、第１インテグレーターレンズ３１
の中心に関して線対称の位置にあり、かつそれらの領域の大きさが同等になるように、第
２遮光板４１ｂ，４２ｂの回転角度が制御される。
【００５５】
　このような調光動作により、第２遮光板４１ｂにより外側部分のみを遮光された射出光
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束１２ａ，１２ｃの非対称性と、それらとは反対側の外側部分を遮光された射出光束１２
ｂ，１２ｄの非対称性とが相殺される。具体的には、部分領域３１ａ，３１ｃの第１遮光
部材４１側に位置する６つのレンズ要素から射出される光束の非対称性が、部分領域３１
ｂ，３１ｄの第２遮光部材４２側に位置する６つのレンズ要素から射出される光束の非対
称性と相殺される。
【００５６】
　これにより、第１インテグレーターレンズ３１から射出された光束の断面形状が対称性
を有する形状となり、第２インテグレーターレンズ３２及び偏光変換素子３３を介して重
畳レンズ３４に入射する光束の断面形状が対称性を有する形状となる。その結果、調光装
置４０を通過した射出光束１２ａ～１２ｄに含まれる各レンズ要素から射出された光束が
インテグレーター光学系３０により液晶ライトバルブ６１～６３上に重畳されたときに、
照度むらを生じるのを抑制することができる。
【００５７】
　なお、本明細書においては、特に断りのない限り、「対称」とは、Ｚ軸方向及びＸ軸方
向に対して線対称であることを意味するものとし、「非対称」とは、Ｚ軸方向及びＸ軸方
向のいずれか一方、または両方に対して線対称でないことを意味するものとする。
【００５８】
　また、特に、本明細書においては、「重畳レンズに入射する光束が対称性を有する形状
」であるとは、各部分領域からそれぞれ射出される射出光束を、各射出光束の中心が一致
するように重ねた際に、光の強度分布が、射出光束の中心を通り、かつ、図示上下方向（
Ｚ軸方向）と平行な線、及び射出光束の中心を通り、かつ、図示左右方向（Ｘ軸方向）と
平行な線に対して、それぞれ線対称となるような形状を意味するものとする。
【００５９】
　＜１灯点灯状態における調光動作＞
　図５（ａ）には、４つの光源１０ａ～１０ｄのうち、光源１０ｄのみ点灯している１灯
点灯状態における第１インテグレーターレンズ３１からの光射出状態が模式的に示されて
いる。１灯点灯状態は、例えば、光源１０ｄ以外の３つの光源１０ａ，１０ｂ，１０ｃが
ランプ切れにより消灯してしまった場合や、省電力動作のために光源１０ｄ以外の光源を
消灯させた場合の点灯状態である。
【００６０】
　本実施形態のプロジェクター１００において、調光制御装置１４０は、光源制御装置１
１０を介して光源１０ａ～１０ｄの点灯状態を取得する。そして、取得した点灯状態の情
報に基づいて、調光装置４０の動作を制御する。図５（ａ）に示す１灯点灯状態で調光を
行う場合、調光制御装置１４０は、１灯点灯状態の検出情報に基づいて、以下の調光動作
を実行する。
【００６１】
　調光制御装置１４０は、まず、第１遮光部材４１の第１遮光板４１ａを内側（－Ｘ方向
）へ移動させる。本実施形態の場合、第１遮光板４１ａを、第１インテグレーターレンズ
３１の部分領域３１ａと部分領域３１ｃを覆う位置（部分領域３１ａ，３１ｃから光が射
出されているならばそれらの射出光のほぼ全部が遮光される位置）まで移動させる。一方
、調光制御装置１４０は、第２遮光部材４２の第１遮光板４２ａは、図４に示した４灯点
灯状態の場合と同様に、第１インテグレーターレンズ３１の外側に配置する。
【００６２】
　そして、第１遮光板４１ａ，４２ａが上記のように外側に配置されている状態で、調光
制御装置１４０は、表示画像の画像データに基づいて、第１遮光部材４１の第２遮光板４
１ｂ、及び第２遮光部材４２の第２遮光板４２ｂを回転させ、射出光束１２ｄを部分的に
遮光することで、照明光量を調整する。
【００６３】
　このとき、調光制御装置１４０は、第２遮光板４１ｂ，４２ｂが、射出光束１２ｄを均
等に遮光するように、これらの回転角度が略同等となるように互いに対称に動作させる。
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すなわち、射出光束１２ｄにおいて、第２遮光板４１ｂにより遮光される領域と、第２遮
光板４２ｂにより遮光される領域とが、部分領域３１ｄの中心に関して線対称の位置にあ
り、かつそれらの領域の大きさが同等になるように、第２遮光板４１ｂ，４２ｂの回転角
度が制御される。
【００６４】
　このような調光動作により、部分領域３１ｄにおいて、第２遮光板４１ｂにより一部を
遮光された３つのレンズ要素から射出される光束の非対称性と、第２遮光板４２ｂにより
一部を遮光された３つのレンズ要素から射出される光束の非対称性とが相殺される。これ
により、調光装置４０を通過した射出光束１２ｄがインテグレーター光学系３０により液
晶ライトバルブ６１～６３上に重畳されたときに、照度むらを生じるのを抑制することが
できる。その結果、図５（ｂ）に示すように、液晶ライトバルブの画像形成領域６０にお
いて均一な照度分布を得ることができる。
【００６５】
　なお、上記実施形態では、光源１０ｄのみの１灯点灯状態について説明したが、他の光
源１０ａ，１０ｂ，１０ｃが１灯点灯状態となった場合でも同様の調光動作によって照度
むらを抑制することができる。また、１灯点灯状態のみならず、光源１０ｂ，１０ｄの２
灯点灯状態、又は光源１０ａ，１０ｃの２灯点灯状態においても、同様の調光動作によっ
て照度むらを抑制することができる。
【００６６】
　＜従来の調光装置＞
　ここで比較のために、従来の調光装置を用いた場合の照度むらについて、図６を参照し
つつ説明する。図６（ａ）は、図５（ａ）に示した第１遮光部材４１及び第２遮光部材４
２を、従来公知の回転型の第１遮光部材１０４１及び第２遮光部材１０４２に置き替えた
図である。
【００６７】
　第１遮光部材１０４１及び第２遮光部材１０４２は、第１インテグレーターレンズ３１
の一辺に平行な軸周りに回転可能な板状の遮光部材である。第１遮光部材１０４１及び第
２遮光部材１０４２は、図示しないモーター等の回転機構により互いに同期して回転する
。第１遮光部材１０４１及び第２遮光部材１０４２は、上記の回転動作により、第１イン
テグレーターレンズ３１と第２インテグレーターレンズ３２との間の領域に対して進退可
能し、第１インテグレーターレンズ３１から射出される光束を遮蔽可能である。
【００６８】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）に示す調光装置では、第１遮光部材１０４１及び第２遮光部
材１０４２の回転軸は固定である。そのため、ランプ切れ等により１灯点灯状態となった
場合には、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示すように、射出光束１２ｄを第２遮光部材１０
４２のみで遮光して光量を調整することになる。そうすると、図６（ａ）に示す例では、
部分領域３１ｄにおいて第２遮光部材１０４２側に位置する３つのレンズ要素から射出さ
れる光束が一部のみ遮光された状態となる。そして、これらの光束が液晶ライトバルブ６
１～６３の画像形成領域で重畳されると、図６（ｃ）に示すように、画像形成領域６０の
一部領域６０ｘが暗くなって照度むらを生じる。また、図１に示すリレー光学系５４が反
転光学系である場合には、Ｂ光の照度むらがＲ光及びＧ光に対して反転した位置に現れる
ため、合成画像に色むらを生じてしまう。
【００６９】
　上記従来の調光装置に対して、先に説明した本実施形態の調光装置４０では、第１遮光
板４１ａをスライド移動させて第２遮光板４１ｂを遮光対象の射出光束１２ｄの近傍に配
置することができる。これにより、第２遮光板４１ｂ，４２ｂにより射出光束１２ｄを左
右対称に遮光することができ、照度むらが生じるのを抑制することができる。
【００７０】
　（第２実施形態）
　図７（ａ）は、第２実施形態に係るプロジェクターの要部を示す図である。
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　第２実施形態のプロジェクターは、図１に示した調光装置４０に代えて、図７（ａ）に
示す調光装置４０Ａを備えている。図７（ａ）に示すように、調光装置４０Ａは、第１イ
ンテグレーターレンズ３１から射出される光束の一部又は全部を遮光することで照明光量
を調整する装置である。
【００７１】
　本実施形態の調光装置４０Ａは、第１実施形態の調光装置４０と同様に、光源１０ａ～
１０ｄの点灯状態、及び表示画像の画像データの両方に基づいて、調光を行う装置である
。
　また、本実施形態においても、第１実施形態と同様にして、第１インテグレーターレン
ズの外縁部に配列された図示しない小レンズから射出された光は、図示しない遮光部材に
より遮光されているものとする。
【００７２】
　調光装置４０Ａは、第１遮光部材１４１、第２遮光部材１４２、第３遮光部材１４３、
及び第４遮光部材１４４を備えている。第１遮光部材１４１は、第１遮光板１４１ａと第
２遮光板１４１ｂとを有する。第２遮光部材１４２は、第１遮光板１４２ａと第２遮光板
１４２ｂとを有する。第３遮光部材１４３は、第１遮光板１４３ａと第２遮光板１４３ｂ
とを有する。第４遮光部材１４４は、第１遮光板１４４ａと第２遮光板１４４ｂとを有す
る。第１遮光部材１４１、第２遮光部材１４２、第３遮光部材１４３，及び第４遮光部材
１４４は、図示略の調光制御装置１４０に接続され、調光制御装置１４０の制御のもと、
調光動作を行う。
【００７３】
　第１遮光部材１４１は、第１インテグレーターレンズ３１の部分領域３１ａの近傍に配
置されている。第２遮光部材１４２は、部分領域３１ｂの近傍に配置されている。第１遮
光部材１４１と第２遮光部材１４２とは対を成す遮光部材であり、第１インテグレーター
レンズ３１を挟んで対向する位置に設けられている。
　第３遮光部材１４３は、第１遮光部材１４１の上段（＋Ｚ側）に配置され、第１インテ
グレーターレンズ３１の部分領域３１ｃの近傍に配置されている。第４遮光部材１４４は
、部分領域３１ｄの近傍に配置されている。第３遮光部材１４３と第４遮光部材１４４と
は対を成す遮光部材であり、第１インテグレーターレンズ３１を挟んで対向する位置に設
けられている。
【００７４】
　第１遮光板１４１ａ，１４２ａ，１４３ａ，１４４ａは、第１実施形態に係る第１遮光
板４１ａ，４２ａと同様に、第１インテグレーターレンズ３１から射出される光束の径方
向（Ｘ軸方向）にスライド移動可能である。第１遮光板１４１ａは、スライド移動するこ
とにより、第１インテグレーターレンズ３１の部分領域３１ａから射出される光束を遮光
可能である。第１遮光板１４２ａは、スライド移動することにより部分領域３１ｂから射
出される光束を遮光可能である。第１遮光板１４３ａは、スライド移動することにより部
分領域３１ｃから射出される光束を遮光可能である。第１遮光板１４４ａは、スライド移
動することにより部分領域３１ｄから射出される光束を遮光可能である。
【００７５】
　第２遮光板１４１ｂ，１４２ｂ，１４３ｂ，１４４ｂは、それぞれ、対応する第１遮光
板１４１ａ，１４２ａ，１４３ａ，１４４ａの内側（第１インテグレーターレンズ３１の
中央部側）の先端に、回転機構を介して連結されている。第２遮光板１４１ｂ，１４２ｂ
，１４３ｂ，１４４ｂは、第１実施形態に係る第２遮光板４１ｂ，４２ｂと同様に、第１
遮光板１４１ａ，１４２ａ，１４３ａ，１４４ａとの連結部に設けられた回転軸を中心に
回転可能である。
【００７６】
　第２遮光板１４１ｂは、回転することにより、第１遮光板１４１ａの位置に応じて部分
領域３１ａ又は部分領域３１ｂから射出される光束を遮光可能である。第２遮光板１４２
ｂは、第１遮光板１４２ａの位置に応じて部分領域３１ｂ又は部分領域３１ａから射出さ
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れる光束を遮光可能である。第２遮光板１４３ｂは、第１遮光板１４３ａの位置に応じて
部分領域３１ｃ又は部分領域３１ｄから射出される光束を遮光可能である。第２遮光板１
４４ｂは、第１遮光板１４４ａの位置に応じて部分領域３１ｄ又は部分領域３１ｃから射
出される光束を遮光可能である。
【００７７】
　上記構成を備えた本実施形態の調光装置４０Ａによれば、図７（ａ）に示すように、光
源１０ａ～１０ｄが３灯点灯状態である場合にも、照度むらを抑制しつつ調光を行うこと
が可能である。図７（ａ）では、光源１０ａ，１０ｂ，１０ｄのみが点灯しており、光源
１０ｃは点灯していない。この場合に、調光制御装置１４０は、３灯点灯状態の検出情報
に基づいて、以下の調光動作を実行する。
【００７８】
　調光制御装置１４０は、部分領域３１ｃ（光源１０ｃの光束が入射する領域）に対応す
る第３遮光部材１４３の第１遮光板１４３ａを内側へスライド移動させ、第１遮光板１４
３ａを部分領域３１ｃに対向する位置に配置する。他の第１遮光部材１４１，第２遮光部
材１４２、及び第４遮光部材１４４は、それらの第１遮光板１４１ａ，１４２ａ，１４４
ａが第１インテグレーターレンズ３１の外側に位置するように配置される。
【００７９】
　そして、調光制御装置１４０は、上記の配置状態において、第２遮光板１４１ｂ，１４
２ｂ，１４３ｂ，１４４ｂを回転させて、射出光束１２ａ，１２ｂ，１２ｄの一部又は全
部を遮光する。このとき、調光制御装置１４０は、対を成す第２遮光板１４１ｂ，１４２
ｂが射出光束１２ａ，１２ｂを均等に遮光するように、第２遮光板１４１ｂ，１４２ｂを
、それらの回転角度が略同等となるように対称に動作させる。これにより、第２遮光板１
４１ｂ，１４２ｂにより部分的に遮光されるレンズ要素から射出される光束の非対称性が
相殺され、照度むらが生じることが抑制される。
【００８０】
　また、調光制御装置１４０は、対を成す第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂが射出光束１２
ｄを均等に遮光するように、第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂを、それらの回転角度が略同
等となるように対称に動作させる。これにより、第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂにより部
分的に遮光されるレンズ要素から射出される光束の非対称性が相殺され、照度むらが生じ
ることがより一層抑制される。
【００８１】
　なお、図７（ｂ）に示すように、従来の調光装置（第１遮光部材１０４１、第２遮光部
材１０４２）を用いた場合、光源１０ａ，１０ｂ，１０ｄの３灯点灯状態では、第１遮光
部材１０４１と第２遮光部材１０４２とにより、射出光束１２ａ，１２ｂ，１２ｄのそれ
ぞれ一部のみが遮光される。
【００８２】
　上記第２実施形態では、３灯点灯状態について説明したが、例えば、光源１０ａと光源
１０ｄのみが点灯した２灯点灯状態や、光源１０ｂと光源１０ｃのみが点灯した２灯点灯
状態（以下、これらを斜め２灯点灯状態と呼ぶこともある。）においても、効果的に調光
を行うことができる。本実施形態の調光装置４０Ａは、第１インテグレーターレンズ３１
の下段の部分領域３１ａ，３１ｂと、上段の部分領域３１ｃ，３１ｄのそれぞれで、遮光
対象の光束を左右均等に遮光することができるからである。
【００８３】
　（調光装置の第１変形例）
　図８は、調光装置の第１変形例を示す図である。図８（ａ）は第１変形例に係る調光装
置を第２インテグレーターレンズ３２側から見た図であり、図８（ｂ）は上方から下方（
－Ｚ方向）へ見た図である。
　図８に示すように、第１変形例に係る調光装置は、第１遮光部材２４１及び第２遮光部
材２４２を備えている。第１遮光部材２４１は、第１遮光板２４１ａと、第１遮光板２４
１ａに対してスライド移動可能に連結された第２遮光板２４１ｂとを有する。第２遮光部
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材２４２は、第１遮光板２４２ａと、第１遮光板２４２ａに対してスライド移動可能に連
結された第２遮光板２４２ｂとを有する。第１遮光部材２４１及び第２遮光部材２４２は
、図示略の調光制御装置１４０に接続され、調光制御装置１４０の制御のもと、調光動作
を行う。
【００８４】
　第１遮光板２４１ａ，２４２ａは、第１実施形態に係る第１遮光板４１ａ，４２ａと同
様に、第１インテグレーターレンズ３１から射出される光束の径方向（Ｘ軸方向）にスラ
イド移動可能である。第１遮光板２４１ａは、スライド移動することにより、第１インテ
グレーターレンズ３１の部分領域３１ａ，３１ｃから射出される光束を遮光可能である。
第１遮光板２４２ａは、スライド移動することにより部分領域３１ｂ，３１ｄから射出さ
れる光束を遮光可能である。
【００８５】
　第２遮光板２４１ｂ，２４２ｂは、それぞれ、対応する第１遮光板２４１ａ，２４２ａ
の内側（第１インテグレーターレンズ３１の中央部側）から先端方向にスライド移動可能
である。
　第２遮光板２４１ｂは、第１遮光板２４１ａに対してスライド動作することにより、第
１遮光板２４１ａの位置に応じて部分領域３１ａ（３１ｃ）又は部分領域３１ｂ（３１ｄ
）から射出される光束を遮光可能である。第２遮光板２４２ｂは、第１遮光板２４２ａの
位置に応じて、部分領域３１ｂ（３１ｄ）又は部分領域３１ａ（３１ｃ）から射出される
光束を遮光可能である。
【００８６】
　上記構成を備えた第１変形例に係る調光装置によれば、第１実施形態の調光装置と同様
の動作が可能であり、１灯点灯状態又は２灯点灯状態における照度むらを抑制しつつ調光
を行うことが可能である。
【００８７】
　（調光装置の第２変形例）
　図９は、調光装置の第２変形例を示す図である。図９（ａ）は第２変形例に係る調光装
置を第２インテグレーターレンズ３２側から見た図であり、図９（ｂ）は上方から下方（
－Ｚ方向）へ見た図である。
【００８８】
　図９に示すように、第２変形例に係る調光装置は、第１遮光部材３４１と第２遮光部材
３４２とを有する。
　上記各実施形態では、一対の遮光部材がいずれも第１遮光板と第２遮光板とを備える構
成であるとしたが、図９に示す第２変形例では、第１遮光部材３４１及び第２遮光部材３
４２は、いずれも１枚の遮光板からなる。
【００８９】
　第１遮光部材３４１及び第２遮光部材３４２は、第１実施形態に係る第１遮光板４１ａ
、４２ａと同様に、第１インテグレーターレンズ３１から射出される光束の径方向（Ｘ軸
方向）にスライド移動可能である。また第２変形例においては、第１遮光部材３４１の幅
Ｗ３及び第２遮光部材３４２の幅Ｗ４は、第１インテグレーターレンズ３１の幅Ｗ（Ｘ軸
方向の長さ）の３／４以上の長さである。
【００９０】
　第１遮光部材３４１は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ３
１の部分領域３１ａ，３１ｃから射出される光束の一部又は全部を遮光可能であるのに加
えて、部分領域３１ｂ，３１ｄから射出される光束の半分を遮光可能である。
　第２遮光部材３４２は、スライド移動することにより、部分領域３１ｂ，３１ｄから射
出される光束の一部又は全部を遮光可能であるのに加えて、部分領域３１ａ，３１ｃから
射出される光束の半分を遮光可能である。
【００９１】
　上記構成を備えた第２変形例に係る調光装置によれば、第１実施形態の調光装置と同様
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の動作が可能であり、１灯点灯状態又は２灯点灯状態における照度むらを抑制しつつ調光
を行うことが可能である。
【００９２】
　なお、以上に説明した第１変形例に係る第１遮光部材２４１及び第２遮光部材２４２、
並びに第２変形例に係る第１遮光部材３４１及び第２遮光部材３４２は、先に説明した第
２実施形態にも適用可能である。第２実施形態に適用することで、３灯点灯状態や、斜め
２灯点灯状態においても照度むらを抑制しつつ調光を行うことができる。
【００９３】
　（第３実施形態）
　図１０（ａ），（ｂ）は、第３実施形態に係るプロジェクターの要部を示す図である。
　第３実施形態のプロジェクターは、図１に示した調光装置４０に代えて、図１０（ａ）
，（ｂ）に示す調光装置４４０を備えている。図１０（ａ）に示すように、調光装置４４
０は、第１インテグレーターレンズ１３１から射出される光束の一部を遮光する装置であ
る。
【００９４】
　本実施形態の調光装置４４０は、第１実施形態の調光装置４０と異なり、光源１０ａ～
１０ｄの点灯状態のみに基づいて、調光を行う装置である。
　また、本実施形態においては、第１実施形態及び第２実施形態と異なり、上記実施形態
の第１インテグレーターレンズ３１の外側（外縁部）に配列された小レンズ（レンズ要素
）も含めた第１インテグレーターレンズ１３１から光束が射出される場合について説明す
る。
【００９５】
　まず、第１インテグレーターレンズ１３１について説明する。
　図１１は、外側が遮光されていない状態の第１インテグレーターレンズ１３１を第２イ
ンテグレーターレンズ３２側から（－Ｙ方向に）見た図である。図１１においては、４灯
点灯状態を示している。
【００９６】
　図１１に示すように、第１インテグレーターレンズ１３１は、８行８列に小レンズを配
列したフライアイレンズである。第１インテグレーターレンズ１３１は、行方向及び列方
向に分割したそれぞれが４行４列のレンズアレイからなる部分領域１３１ａ～１３１ｄを
有する。言い換えると、第１インテグレーターレンズ１３１は、６行６列のレンズ中央部
１３１１の外周に、２８個の小レンズが矩形環状に配列された外縁部１３１２を設けた構
成である。すなわち、レンズ中央部１３１１は、上記実施形態における第１インテグレー
ターレンズ３１に相当する領域である。
【００９７】
　第１インテグレーターレンズ１３１の部分領域１３１ａ～１３１ｄは、レンズ中央部１
３１１（上記実施形態の第１インテグレーターレンズ３１）の部分領域３１ａ～３１ｄと
、外縁部１３１２の一部とで構成されている。
　すなわち、部分領域１３１ａは、部分領域３１ａと、外縁部１３１２のうちの部分領域
３１ａの外周に位置するＬ形の部分（小レンズ群）と、で構成されている。
　部分領域１３１ｂは、部分領域３１ｂと、外縁部１３１２のうちの部分領域３１ｂの外
周に位置するＬ形の部分（小レンズ群）と、で構成されている。
　部分領域１３１ｃは、部分領域３１ｃと、外縁部１３１２のうちの部分領域３１ｃの外
周に位置するＬ形の部分（小レンズ群）と、で構成されている。
　部分領域１３１ｄは、部分領域３１ｄと、外縁部１３１２のうちの部分領域３１ｄの外
周に位置するＬ形の部分（小レンズ群）と、で構成されている。
【００９８】
　第１インテグレーターレンズ１３１から射出される光を遮光しない場合には、上記実施
形態の第１インテグレーターレンズ３１から射出される射出光束１２ａ～１２ｄの外側に
拡散する光も光束として利用することができる。すなわち、本実施形態において、第１イ
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ンテグレーターレンズ１３１から射出される射出光束は、それぞれ外側に拡散する光を含
んだ射出光束１１２ａ～１１２ｄとなり、第１インテグレーターレンズ１３１全体として
、射出光束１１３を射出する。射出光束１１３の断面形状は、４つの円形が一部重なり合
うように組み合わさったクローバー形状である。
【００９９】
　この場合、上記実施形態の射出光束１２ａ～１２ｄの外側に拡散する光も利用すること
ができるため、光の利用効率を向上できるとともに、スクリーン（不図示）上に投射され
る投射画像の輝度を向上できる。
【０１００】
　次に、調光装置４４０について説明する。
　本実施形態の調光装置４４０は、全開状態においては、８行８列の第１インテグレータ
ーレンズ１３１全体から射出される光束が第２インテグレーターレンズ３２に入射するよ
うにし、全閉状態においては、６行６列のレンズ中央部１３１１から射出される光束のみ
が第２インテグレーターレンズ３２に入射するように調光するものである。すなわち、調
光装置４４０は、第１インテグレーターレンズ１３１の外縁部１３１２から射出される光
束を調光する。
【０１０１】
　調光装置４４０は、第１遮光部材４４１と、第２遮光部材４４２と、第３遮光部材４４
３と、第４遮光部材４４４と、第５遮光部材４４５と、第６遮光部材４４６と、第７遮光
部材４４７と、第８遮光部材４４８と、を備えている。第１遮光部材４４１～第８遮光部
材４４８は、図示しない調光制御装置１４０に接続され、調光制御装置１４０の制御のも
と、第１インテグレーターレンズ１３１から射出される光束の調光を行う。
【０１０２】
　第１遮光部材４４１～第８遮光部材４４８は、長方形の板状部材であり、それぞれの長
さ方向が第１インテグレーターレンズ１３１の各外形辺に沿って設けられている。第１遮
光部材４４１～第８遮光部材４４８の幅は、第１インテグレーターレンズ１３１の外縁部
１３１２に含まれる小レンズの外形寸法よりも大きい。
【０１０３】
　第１遮光部材４４１は、第１インテグレーターレンズ１３１の部分領域１３１ａにおけ
る部分領域１３１ｂが設けられている側とは逆側（＋Ｘ側）の近傍に配置されている。第
２遮光部材４４２は、部分領域１３１ｂにおける部分領域１３１ａが設けられている側と
は逆側（－Ｘ側）の近傍に配置されている。第１遮光部材４４１と第２遮光部材４４２と
は、第１インテグレーターレンズ１３１を図示左右方向（Ｘ軸方向）に挟んで対向する位
置に設けられている。
【０１０４】
　第３遮光部材４４３は、第１遮光部材４４１の上段（＋Ｚ側）に配置され、第１インテ
グレーターレンズ１３１の部分領域１３１ｃにおける部分領域１３１ｄが設けられている
側と逆側（＋Ｘ側）の近傍に配置されている。第４遮光部材４４４は、第３遮光部材４４
３の上段（＋Ｚ側）に配置され、部分領域１３１ｄにおける部分領域１３１ｃが設けられ
ている側と逆側（－Ｘ側）の近傍に配置されている。第３遮光部材４４３と第４遮光部材
４４４とは、第１インテグレーターレンズ１３１を図示左右方向（Ｘ軸方向）に挟んで対
向する位置に設けられている。
【０１０５】
　第５遮光部材４４５は、第１インテグレーターレンズ１３１の部分領域１３１ａにおけ
る部分領域１３１ｃが設けられている側とは逆側（－Ｚ側）の近傍に配置されている。第
６遮光部材４４６は、部分領域１３１ｃにおける部分領域１３１ａが設けられている側と
は逆側（＋Ｚ側）の近傍に配置されている。第５遮光部材４４５と第６遮光部材４４６と
は、第１インテグレーターレンズ１３１を図示上下方向（Ｚ軸方向）に挟んで対向する位
置に設けられている。
【０１０６】
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　第７遮光部材４４７は、第５遮光部材４４５の右側（－Ｘ側）に配置され、第１インテ
グレーターレンズ１３１の部分領域１３１ｂにおける部分領域１３１ｄが設けられている
側と逆側（－Ｚ側）の近傍に配置されている。第８遮光部材４４８は、第６遮光部材４４
６の右側（－Ｘ側）に配置され、部分領域１３１ｄにおける部分領域１３１ｂが設けられ
ている側と逆側（＋Ｚ側）の近傍に配置されている。第７遮光部材４４７と第８遮光部材
４４８とは、第１インテグレーターレンズ１３１を図示上下方向（Ｚ軸方向）に挟んで対
向する位置に設けられている。
【０１０７】
　第１遮光部材４４１と第５遮光部材４４５とは対を成す遮光部材であり、共に部分領域
１３１ａから射出される光を遮光する部材である。
　第２遮光部材４４２と第７遮光部材４４７とは対を成す遮光部材であり、共に部分領域
１３１ｂから射出される光を遮光する部材である。
　第３遮光部材４４３と第６遮光部材４４６とは対を成す遮光部材であり、共に部分領域
１３１ｃから射出される光を遮光する部材である。
　第４遮光部材４４４と第８遮光部材４４８とは対を成す遮光部材であり、共に部分領域
１３１ｄから射出される光を遮光する部材である。
【０１０８】
　第１遮光部材４４１～第４遮光部材４４４は、第１インテグレーターレンズ１３１から
射出される光束の径方向（Ｘ軸方向）にスライド移動可能である。第１遮光部材４４１は
、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１３１の部分領域１３１ａ
から射出される光束の左側（＋Ｘ側）の外縁部の一部を遮光可能である。より詳細には、
第１遮光部材４４１は、部分領域１３１ａの左側（＋Ｘ側）端部に配列された外縁部１３
１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１０９】
　第２遮光部材４４２は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１
３１の部分領域１３１ｂから射出される光束の右側（－Ｘ側）の外縁部を遮光可能である
。より詳細には、第２遮光部材４４２は、部分領域１３１ｂの右側（－Ｘ側）端部に配列
された外縁部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１０】
　第３遮光部材４４３は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１
３１の部分領域１３１ｃから射出される光束の左側（＋Ｘ側）の外縁部を遮光可能である
。より詳細には、第３遮光部材４４３は、部分領域１３１ｃの左側（＋Ｘ側）端部に配列
された外縁部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１１】
　第４遮光部材４４４は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１
３１の部分領域１３１ｄから射出される光束の右側（－Ｘ側）の外縁部を遮光可能である
。より詳細には、第４遮光部材４４４は、部分領域１３１ｄの右側（－Ｘ側）端部に配列
された外縁部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１２】
　第５遮光部材４４５～第８遮光部材４４８は、第１インテグレーターレンズ１３１から
射出される光束の径方向であって、第１遮光部材４４１～第４遮光部材４４４がスライド
移動可能な方向と直交する方向（Ｚ軸方向）にスライド移動可能である。第５遮光部材４
４５は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１３１の部分領域１
３１ａから射出される光束の下側（－Ｚ側）の外縁部の一部を遮光可能である。より詳細
には、第５遮光部材４４５は、部分領域１３１ａの下側（－Ｚ側）端部に配列された外縁
部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１３】
　第６遮光部材４４６は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１
３１の部分領域１３１ｃから射出される光束の上側（＋Ｚ側）の外縁部を遮光可能である
。より詳細には、第６遮光部材４４６は、部分領域１３１ｃの上側（＋Ｚ側）端部に配列
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された外縁部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１４】
　第７遮光部材４４７は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１
３１の部分領域１３１ｂから射出される光束の下側（－Ｚ側）の外縁部を遮光可能である
。より詳細には、第７遮光部材４４７は、部分領域１３１ｂの下側（－Ｚ側）端部に配列
された外縁部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１５】
　第８遮光部材４４８は、スライド移動することにより、第１インテグレーターレンズ１
３１の部分領域１３１ｄから射出される光束の上側（＋Ｚ側）の外縁部を遮光可能である
。より詳細には、第８遮光部材４４８は、部分領域１３１ｄの上側（＋Ｚ側）端部に配列
された外縁部１３１２の４つの小レンズから射出される光を遮光可能である。
【０１１６】
　図１０（ａ）に例示するように、第３遮光部材４４３と第６遮光部材４４６とが、部分
領域１３１ｃに含まれる外縁部１３１２の一部から射出される光束を遮光することによっ
て、部分領域１３１ｃにおける部分領域３１ｃから射出される光束のみが調光装置４４０
を通過し第２インテグレーターレンズ３２へ入射するようになる。
【０１１７】
　同様にして、第１遮光部材４４１と第５遮光部材４４５とが部分領域１３１ａに含まれ
る外縁部１３１２の一部から射出される光束を遮光することによって、部分領域１３１ａ
における部分領域３１ａから射出される光束のみが第２インテグレーターレンズ３２へ入
射することとなる。第２遮光部材４４２と第７遮光部材４４７とが部分領域１３１ｂに含
まれる外縁部１３１２の一部から射出される光束を遮光することによって、部分領域１３
１ｂにおける部分領域３１ｂから射出される光束のみが第２インテグレーターレンズ３２
へ入射することとなる。第４遮光部材４４４と第８遮光部材４４８とが部分領域１３１ｄ
に含まれる外縁部１３１２の一部から射出される光束を遮光することによって、部分領域
１３１ｄにおける部分領域３１ｄから射出される光束のみが第２インテグレーターレンズ
３２へ入射することとなる。
【０１１８】
　上記構成を備えた本実施形態の調光装置４４０によれば、図１０（ａ）に示すように、
光源１０ａ～１０ｄが、例えば、１灯点灯状態である場合にも、照度むらをより一層抑制
できる。以下、詳細に説明する。
【０１１９】
　図１２は、１灯点灯状態における第１インテグレーターレンズ１３１を示す図である。
図１２においては、光源１０ｃのみが点灯している状態を示している。
　図１２に示すように、例えば、１灯点灯状態では、射出光束１２ｃの外側に拡散する光
のうち、部分領域３１ａ側（－Ｚ側）の外縁部、及び部分領域３１ｄ側（－Ｘ側）の外縁
部へ入射する光は、導光光学系２０によって外縁部まで導光されないため、第１インテグ
レーターレンズ１３１の中心寄りが明るく、外側が暗い分布となる。その結果、部分領域
１３１ｃから射出される光束の断面形状が非対称となり、照度むらが生じてしまう。
【０１２０】
　上記の問題に対して、本実施形態によれば、調光装置４４０によって第１インテグレー
ターレンズ１３１から射出される光束を部分的に遮光することで、射出される光束の非対
称性を解消できる。図１０（ａ）では、光源１０ｃのみが点灯しており、光源１０ａ，１
０ｂ，１０ｄは点灯していない場合を示している。この場合に、図示しない調光制御装置
１４０は、１灯点灯状態の検出情報に基づいて、以下の調光動作を実行する。
【０１２１】
　調光制御装置１４０は、図１０（ａ）に示すように、部分領域１３１ｃ（光源１０ｃの
光束が入射する領域）に対応する第３遮光部材４４３及び第６遮光部材４４６を内側へス
ライド移動させ、部分領域１３１ｃの左側（＋Ｘ側）の端部に配列された外縁部１３１２
の４つの小レンズに対向する位置に第３遮光部材４４３を配置し、部分領域１３１ｃの上
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側（＋Ｚ側）の端部に配列された外縁部１３１２の４つの小レンズに対向する位置に第６
遮光部材４４６を配置する。
【０１２２】
　他の遮光部材は、第１インテグレーターレンズ１３１の外側に位置するように配置され
てもよいし、第３遮光部材４４３及び第６遮光部材４４６と同様にして、内側へとスライ
ド移動した位置に配置されてもよい。図１０（ａ）においては、他の遮光部材は、第１イ
ンテグレーターレンズ１３１の外側に位置するように配置されている。
【０１２３】
　これにより、部分領域１３１ｃから射出された光束の断面形状が対称となり、重畳レン
ズ３４に入射する光束が対称性を有する形状となる。したがって、本実施形態によれば、
照度むらが生じることが抑制される。
【０１２４】
　なお、図１１に示すような４灯点灯状態においても、各射出光束１１２ａ～１１２ｄの
一部の外縁部に入射する光が、導光光学系２０によって外縁部まで導光されないため、各
射出光束１１２ａ～１１２ｄのそれぞれの断面形状は、非対称となる。しかし、４灯点灯
状態においては、各射出光束１１２ａ～１１２ｄは、互いに非対称性を相殺し合うため、
照度むらが生じない。
【０１２５】
　＜２灯点灯状態における調光動作＞
　本実施形態の調光装置４４０によれば、図１３に示すような２灯点灯状態においても、
射出される光束の非対称性を解消することができる。図１３においては、光源１０ｂ，１
０ｄが点灯しており、光源１０ａ，１０ｃが点灯していない場合を示している。
【０１２６】
　図１３に示すような２灯点灯状態においては、射出光束１１２ｂ，１１２ｄを重ね合わ
せた際に、光束の形状が図示上下方向（Ｚ軸方向）に対して非線対称であり、第１インテ
グレーターレンズ１３１から射出された光束の形状は対称性を有しない。
　このような場合においては、図示しない調光制御装置１４０は、２灯点灯状態の検出情
報に基づいて、以下の調光動作を実行する。
【０１２７】
　調光制御装置１４０は、部分領域１３１ｂ（光源１０ｂの光束が入射する領域）に対応
する第２遮光部材４４２を内側へスライド移動させ、第２遮光部材４４２を部分領域１３
１ｂの右側（－Ｘ側）の端部に配列された外縁部１３１２の４つの小レンズの前面に配置
する。また、調光制御装置１４０は、部分領域１３１ｄ（光源１０ｄの光束が入射する領
域）に対応する第４遮光部材４４４を内側へスライド移動させ、第４遮光部材４４４を部
分領域１３１ｄの右側（－Ｘ側）の端部に配列された外縁部１３１２の４つの小レンズの
前面に配置する。
【０１２８】
　他の遮光部材は、第１インテグレーターレンズ１３１の外側に位置するように配置され
てもよいし、内側にスライド移動した位置に配置されてもよい。例えば、図１３において
は、他の遮光部材は、第１インテグレーターレンズ１３１の外側に位置するように配置さ
れている。
　これにより、部分領域１３１ｂ，１３１ｄから射出された射出光束１１２ｂ，１１２ｃ
の断面形状が、図示上下方向（Ｚ軸方向）に対して線対称となり、その結果、第１インテ
グレーターレンズ１３１から射出された光束の形状が対称性を有することとなる。したが
って、上記のように遮光部材を配置することで、照度むらが生じることが抑制される。
【０１２９】
　また、本実施形態においては、調光動作の実行有無にかかわらず、射出光束１１２ｂ，
１１２ｄを重ね合わせた際に、光束の形状が図示左右方向（Ｘ軸方向）に対して線対称で
ある。そのため、射出光束１１２ｂの下側（－Ｚ側）の外縁部と、射出光束１１２ｄの上
側（＋Ｚ側）の外縁部とから射出される光は、遮光する必要がない。その結果、第１実施
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形態、及び第２実施形態の第１インテグレーターレンズ３１の外縁部が全て遮光されてい
た場合に比べて、プロジェクターから投射される投射画像の輝度を向上することができる
。
【０１３０】
　なお、上記の説明においては、１灯点灯状態、及び２灯点灯状態について説明したが、
本実施形態によれば、例えば、３灯点灯状態においても重畳レンズ３４に入射する光束が
対称性を有する形状となるように、調光することができる。
【０１３１】
　（第４実施形態）
　図１４（ａ），（ｂ）は、第４実施形態に係るプロジェクターの要部を示す図である。
　第４実施形態のプロジェクターは、第２実施形態の構成に加えて、図１４（ａ），（ｂ
）に示す調光装置５４０を備えている。本実施形態の調光装置５４０は、第３実施形態の
調光装置４４０から第１遮光部材４４１～第４遮光部材４４４を省略したものである。調
光装置５４０は、光源１０ａ～１０ｄの点灯状態のみに基づいて、調光を行う装置である
。
　また、第４実施形態においては、第３実施形態と同様に、外縁部１３１２から射出され
た光も照明光として用いる形態について示す。
【０１３２】
　調光装置５４０は、第５遮光部材５４５と、第６遮光部材５４６と、第７遮光部材５４
７と、第８遮光部材５４８と、を備えている。第５遮光部材５４５～第８遮光部材５４８
は、図示しない調光制御装置１４０に接続され、調光制御装置１４０の制御のもと、調光
動作を行う。
【０１３３】
　第５遮光部材５４５は、第３実施形態における第５遮光部材４４５と同様である。第６
遮光部材５４６は、第３実施形態における第６遮光部材４４６と同様である。第７遮光部
材５４７は、第３実施形態における第７遮光部材４４７と同様である。第８遮光部材５４
８は、第３実施形態における第８遮光部材４４８と同様である。
【０１３４】
　図１４（ｂ）に示すように、第６遮光部材５４６、及び第８遮光部材５４８は、調光装
置４０Ａよりも第２インテグレーターレンズ３２側（＋Ｙ側）に設けられている。第５遮
光部材５４５、及び第７遮光部材５４７についても同様である。
【０１３５】
　本実施形態においては、調光装置４０Ａにおける第１遮光板１４１ａ～１４４ａは、第
１インテグレーターレンズ１３１の外縁部１３１２を遮光する遮光部材としても機能する
。すなわち、調光装置４０Ａの第１遮光板１４１ａ～１４４ａは、第３実施形態における
第１遮光部材４４１～第４遮光部材４４４と同様の調光機能を兼ね備えている。
【０１３６】
　これにより、本実施形態においては、第３実施形態において説明した光源の点灯状態の
みに基づいて、第１インテグレーターレンズ１３１の外縁部１３１２から射出される光束
を遮光する調光動作と、第１実施形態及び第２実施形態において説明した光源の点灯状態
及び表示画像の画像データに基づいた調光動作と、の両方の調光動作を行うことができる
。
【０１３７】
　光源の点灯状態のみに基づいて行われる調光動作においては、調光装置４０Ａにおける
第１遮光板、及び調光装置５４０を用いて、第３実施形態と同様に、重畳レンズ３４に入
射する光束が対称性を有する形状となるように、外縁部１３１２から射出される光束を遮
光する。
【０１３８】
　一方、光源の点灯状態及び表示画像の画像データに基づいた調光動作においては、まず
、第１インテグレーターレンズ１３１の外縁部１３１２から射出される光束を遮光した後
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、第１実施形態及び第２実施形態と同様に、調光装置４０Ａの第２遮光板を回転させて調
光動作を行う。これは、外縁部１３１２から光束が射出される状態においては、第２遮光
板を回転させることのみによっては、第１インテグレーターレンズ１３１から射出される
光束を完全に遮光することができないためである。以下、光源の点灯状態及び表示画像の
画像データに基づいた調光動作について詳細に説明する。
【０１３９】
　＜４灯点灯状態における調光動作＞
　本実施形態のプロジェクターにおいて、図１４（ａ）に示す４灯点灯状態で調光を行う
場合、図示しない調光制御装置１４０は、４灯点灯状態の検出情報、及び表示画像の画像
データに基づいて、以下の調光動作を実行する。
【０１４０】
　まず、調光制御装置１４０は、第１遮光部材１４１～第４遮光部材１４４の第１遮光板
１４１ａ～１４４ａ、及び第５遮光部材５４５～第８遮光部材５４８を内側にスライド移
動させ、それぞれ対応する外縁部１３１２の小レンズに対向する位置に配置する。これに
より、外縁部１３１２から射出される光束が遮光され、第１インテグレーターレンズ１３
１から射出された光束は、６行６列の小レンズで構成されたレンズ中央部１３１１からの
み光束が射出される状態となる。
【０１４１】
　次に、調光制御装置１４０は、上記の配置状態において、第２遮光板１４１ｂ，１４２
ｂ，１４３ｂ，１４４ｂを回転させて、射出光束１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄの一部
又は全部を遮光する。このとき、調光制御装置１４０は、対を成す第２遮光板１４１ｂ，
１４２ｂが射出光束１２ａ，１２ｂを均等に遮光するように、すなわち、第２遮光板１４
１ｂ，１４２ｂを、それらの回転角度が略同等となるように対称に動作させる。これによ
り、第２遮光板１４１ｂ，１４２ｂによって部分的に遮光されるレンズ要素から射出され
る光束の非対称性が相殺され、照度むらが生じることが抑制される。
【０１４２】
　また、調光制御装置１４０は、対を成す第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂが射出光束１２
ｃ，１２ｄを均等に遮光するように、すなわち、第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂを、それ
らの回転角度が略同等となるように対称に動作させる。これにより、第２遮光板１４３ｂ
，１４４ｂによって部分的に遮光されるレンズ要素から射出される光束の非対称性が相殺
され、照度むらが生じることが抑制される。
【０１４３】
　＜３灯点灯状態における調光動作＞
　図１５は、３灯点灯状態の第１インテグレーターレンズ１３１を示す図である。図１５
においては、光源１０ａ，１０ｂ，１０ｄが点灯しており、光源１０ｃが点灯していない
場合を示している。この場合においては、調光制御装置１４０は、３灯点灯状態の検出情
報、及び表示画像の画像データに基づいて、以下の調光動作を実行する。
【０１４４】
　まず、調光制御装置１４０は、上述の４灯点灯状態における動作と同様に、第１遮光部
材１４１～第４遮光部材１４４の第１遮光板１４１ａ～１４４ａ、及び第５遮光部材５４
５～第８遮光部材５４８を内側にスライド移動させ、それぞれ対応する外縁部１３１２の
小レンズに対向する位置に配置する。そして、調光制御装置１４０は、３灯点灯状態の検
出情報に基づいて、さらに第３遮光部材１４３の第１遮光板１４３ａを内側にスライド移
動させ、点灯していない光源１０ｃに対応する部分領域１３１ｃに対向する位置に配置す
る。
【０１４５】
　次に、調光制御装置１４０は、調光装置４０Ａの第２遮光板１４１ｂ～１４４ｂを図７
（ａ）に示した場合と同様にして制御し、調光動作を行う。これにより、重畳レンズ３４
に入射する光束が対称性を有する形状となり、照度むらが生じることが抑制される。
【０１４６】
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　＜１灯点灯状態における調光動作＞
　図１６は、１灯点灯状態の第１インテグレーターレンズ１３１を示す図である。図１６
においては、光源１０ｃが点灯しており、光源１０ａ，１０ｂ，１０ｄが点灯していない
場合を示している。この場合においては、図示しない調光制御装置１４０は、１灯点灯状
態の検出情報、及び表示画像の画像データに基づいて、以下の調光動作を実行する。
【０１４７】
　まず、調光制御装置１４０は、上述の４灯点灯状態及び３灯点灯状態における動作と同
様に、第１遮光部材１４１～第４遮光部材１４４の第１遮光板１４１ａ～１４４ａ、及び
第５遮光部材５４５～第８遮光部材５４８を内側にスライド移動させ、それぞれ対応する
外縁部１３１２の小レンズに対向する位置に配置する。そして、調光制御装置１４０は、
１灯点灯状態の検出情報に基づいて、さらに第４遮光部材１４４の第１遮光板１４４ａを
内側にスライド移動させ、点灯していない光源１０ｄに対応する部分領域１３１ｄに対向
する位置に配置する。
【０１４８】
　次に、調光制御装置１４０は、第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂを回転させて、射出光束
１２ｃの一部又は全部を遮光する。このとき、調光制御装置１４０は、対を成す第２遮光
板１４３ｂ，１４４ｂが射出光束１２ｃを均等に遮光するように、すなわち、第２遮光板
１４３ｂ，１４４ｂを、それらの回転角度が略同等となるように対称に動作させる。これ
により、第２遮光板１４３ｂ，１４４ｂにより部分的に遮光されるレンズ要素から射出さ
れる光束の非対称性が相殺され、照度むらが生じることが抑制される。
【０１４９】
　なお、本実施形態においては、表示画像の画像データに基づく調光動作を行う場合に、
まず外縁部１３１２から射出される光束を遮光した後、第２遮光板を用いた調光動作を行
うものとしたが、これに限られない。本実施形態においては、例えば、第１遮光部材１４
１～第４遮光部材１４４の第１遮光板、及び第５遮光部材５４５～第８遮光部材５４８が
、第１インテグレーターレンズ１３１の外側にある状態において、第１遮光部材１４１～
第４遮光部材１４４の第２遮光板１４１ｂ～１４４ｂを回転させて、第１インテグレータ
ーレンズ１３１から射出される光束の調光動作を行ってもよい。また、この場合において
は、合わせて第５遮光部材５４５～第８遮光部材５４８のスライド移動を制御し、第１イ
ンテグレーターレンズ１３１の全体から光束が射出される状態から、第１インテグレータ
ーレンズ１３１から射出される光束が完全に遮光された状態までを、表示画像の画像デー
タに基づいて制御してもよい。
【０１５０】
　また、上記各実施形態では、調光装置が第１インテグレーターレンズと第２インテグレ
ーターレンズとの間に設けられた構成について説明したが、これに限られない。調光装置
が設けられる位置は、光源１０ａ～１０ｄと重畳レンズ３４との間における光路上である
範囲において、特に限定されず、例えば、導光光学系２０と第１インテグレーターレンズ
３１，１３１との間における光路上であってもよいし、第２インテグレーターレンズ３２
と重畳レンズ３４との間における光路上であってもよい。調光装置が導光光学系２０と第
１インテグレーターレンズ３１，１３１との間の光路上に設けられる場合、調光時におい
て、第１インテグレーターレンズ３１，１３１に調光装置によって遮光された光が入射す
る。
【０１５１】
　また、上記各実施形態では、一対の遮光部材（第１遮光部材４１と第２遮光部材４２、
第１遮光部材１４１と第２遮光部材１４２、第３遮光部材１４３と第４遮光部材１４４）
が、図示左右方向（Ｘ軸方向）において線対称に光束を遮光することとしたが、これに限
られない。例えば、一対の遮光部材を第１インテグレーターレンズ３１，１３１の図示上
方及び下方に配置し、図示上下方向において光束を対称に遮光する構成としてもよい。
【０１５２】
　また、上記各実施形態では、透過型のプロジェクターに本発明を適用した場合の例につ
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こで、「透過型」とは、液晶パネル等を含む液晶ライトバルブが光を透過するタイプであ
ることを意味する。「反射型」とは、液晶ライトバルブが光を反射するタイプであること
を意味する。なお、光変調装置は液晶パネル等に限られず、例えばマイクロミラーを用い
た光変調装置であってもよい。
【０１５３】
　また、上記各実施形態では、３つの液晶パネル（液晶ライトバルブ６１～６３）を用い
たプロジェクター１００の例のみを挙げたが、本発明は、１つの液晶パネルのみを用いた
プロジェクター、４つ以上の液晶パネルを用いたプロジェクターにも適用可能である。
【０１５４】
　本発明は、投射画像を観察する側から投射するフロント投射型プロジェクターに適用す
る場合にも、投射画像を観察する側とは反対の側から投射するリア投射型プロジェクター
に適用する場合にも、適用することができる。
【０１５５】
　上記各実施形態においては、本発明の光源装置をプロジェクターに適用した例について
説明したが、これに限らない。例えば、本発明の光源装置を他の光学機器（例えば、自動
車のヘッドランプ、照明機器等）に適用することも可能である。
【符号の説明】
【０１５６】
　１０…照明装置、１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄ…光源、１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，
１２ｄ…射出光束、２０…導光光学系、３０…インテグレーター光学系、３１，１３１…
第１インテグレーターレンズ（インテグレーターレンズ）、３１ａ，３１ｂ，３１ｃ，３
１ｄ，１３１ａ，１３１ｂ，１３１ｃ，１３１ｄ…部分領域、３４…重畳レンズ、４０，
４０Ａ，４４０，５４０…調光装置、４１ａ，４２ａ，１４１ａ，１４２ａ，１４３ａ，
１４４ａ，２４１ａ，２４２ａ…第１遮光板、４１ｂ，４２ｂ，１４１ｂ，１４２ｂ，１
４３ｂ，１４４ｂ，２４１ｂ，２４２ｂ…第２遮光板、６１，６２，６３…液晶ライトバ
ルブ（光変調装置）、７０…投射光学系、１００…プロジェクター、１４０…調光制御装
置（制御装置）、１３１２…外縁部
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